
要介護認定訪問調査の注意点
「訪問調査のあかさたな」

訪問調査は調査員証から訪
要介護認定調査員は、市町村から特別に認められた専門職員です。やむを得ず顔なじみの家庭に訪問
する場合でも、調査員証の提示は、いつもと立場が違うことを確認しあう大切な挨拶です。

問題にぶつからなくても基本に戻れ問
訪問調査になれてしまうと、自分のノウハウで判断してしまうことがあります。その結果、要介護度
を誤認してしまうのです。
常に本来の調査項目の趣旨を忘れず、基本原則どおりの調査を行ってください。

調査の回答を軽く（重く）申し立てるよう示唆していませんか？調
サービスの利用量に応じた要介護度となるよう回答を誘導したり、要介護度が重くなると自己負担額
が高くなると説明することは絶対にいけません。

査定してはいけない要介護度査
、「 、 」 。訪問調査時に あなたの場合 たぶん要介護度３程度にはなります 等と絶対に言ってはいけません

受給者等から要介護度の認定見込みを強く質問することがありますが、訪問調査時点では確実と思っ
ても想定される要介護度を言ってはいけません。仕組みの説明程度に止めるようにしてください。

乗ってはいけない共通の知り合いの話題の
お互いに知り合いだと、被調査者の方から第三者との比較を話題とすることがあります。その話題に
つられると、それだけでも個人情報の保護義務に反するのです。

アポイントをとって被保険者と立会人の訪問調査あ
被調査者だけの申し立てでは不十分です。認定調査は、必ず日頃の状況を知っている立会人をつけて
ください。

過去の認定結果が気にかかりか
再認定は、前の調査結果や要介護度を気にすると、誤った調査を行ってしまいます。
前回の調査結果や要介護度は、あくまでも調査漏れがあることを確認するだけのものです。

さらっと書いてはいけない特記事項さ
特記事項は、第三者が速読するものです。状況が分かるように、わかりやすく簡潔に書きましょう。
きちんと書けば、より正確な要介護認定ができるのです。

立会人の説明、聞き取り場所と方法考えてた
立会人の説明は、じっくりと聞きましょう。しかし、本人の目の前で聞き取りをしようとすると、立
会人が説明しづらかったり、ひそひそ話をすると、被調査者の情緒が不安定になることがしばしばあり
ます。場所を変える等の配慮をしましょう。

慣れた施設ケアと調査は要介護認定の落とし穴な
技術を身につけた職員が要介護認定調査時の立会人として説明する場合、見守りや簡単な介助等を言
い忘れてしまうことがあります。訪問調査員は聞き取り調査は慎重にひとつひとつ確認しましょう。
慣れた調査員は、複数の調査項目をひとまとめの質問で済ませてしまっていませんか？そんな中にイ
レギュラーの落とし穴が待っているのです。施設のスタッフはもちろん、施設訪問する調査員も、当た
り前と思っても基本に忠実な調査をお願いします。
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